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会場の皆様、

　まず最初に、このように招待していただいたことに

対して、お茶の水女子大学の皆様にお礼を申し上げた

いと思います。そしてとりわけロール･シュワルツ＝

アレナレスさんと、このシンポジウムを企画された先

生方にお礼を申し上げます。私は日仏会館フランス学

長としてほぼ５年間東京に滞在しましたが、その任期

ももうすぐ終わりを迎えます。そのような時期に本日

のこのシンポジウムに参加できることに特に感謝して

おります。私はこの講演を、この５年の間、私が常に

親しく接していた日本の学界のメンバーの皆様への最

初のお別れの言葉とするつもりです。

本日の私の講演のテーマは、「食物、人間、そして

神聖なるもの」です。このテーマは、食物と宗教との

関係を扱っています。私は随分前から宗教的なるもの

と食物との関係に興味を抱いてきました。私は、自分

が復活祭の日に食卓で宗教について議論するような家

族に囲まれて子供時代を過ごしたので、後に食物の問

題について研究しようと考えるようになったのだと自

ら確信しています。しかし、実際にこの研究に着手し

てから初めて、このテーマの複雑さを、そのあらゆる

次元においてやっと少しばかり理解したのです。

実際のところ、食物と宗教が密接に関係し合ってい

るような生活の場面は限りなく数が多く、その背景は

実に多様です。そしてこのことは、どんな時代におい

ても、どんな社会においてもそうなのです。この事実

は、イギリスの偉大な人類学者 Jack Goodyの「宗教を
語るものは食行為を語ることになる」という名言に簡

潔に述べられています。私はGoodyの言葉に賛成です
が、ただ、このような断定は一つの確認でしかなく、

それは宗教と食行為の間に存在する様々な錯綜した関

係を解明する助けとはならないのです。

この問題をどのように考察できるのかを考えてみま

しょう。宗教的な活動が、非常にしばしば食物に関す

る行為または基準を含むことが明白であるような状況

は多いのですが、宗教と食行為とをこのように対比さ

せることは、そのような状況の雑多な集合をただリス

トアップすることにしかつながりません。そのような

単なる対比から抜け出すためには、人間が神聖なるも

のとの間に結んでいる関係の中での食物の役割、ある

いはさらに、人間が自らの宗教的な結びつきを具体的
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に表現するために食物を使用することや、さらにはそ

れを道具化することについて考えを深める必要がある

ように思われます。とはいえ、このテーマの核心に入

る前に、この問題について次のようにいくつかの点を

指摘しておきます。

―今日では、ほとんどの現代社会は産業化され、ま

た「非宗教化されている」と言われています。現代社

会では、たとえばフランスや日本のように、ほとんど

いつも国家と宗教制度は分離されています。そのよう

な社会ではあまりにも大量の食物が溢れているため、

食物そのものの価値とその象徴的価値の大部分が失わ

れてしまいました。しかし、しばらく前までは、私の

祖母はどんな小さなパンのかけらでも捨てたことはあ

りませんでしたし、また人々は食物を決して粗末にせ

ずに常に最後まできれいに食べなければならなかった

時代があったのです。

―生活水準の向上に伴って食費に使われる収入の割

合が減少すればするほど、食物は象徴的な価値を失い

ました。この傾向は常に認められ、「エンゲルの法則」

と名付けられています。この傾向を経験的に発見して

法則を作り上げたドイツ人の経済学者の名前をとった

のです。このように、人は豊かになればなるほど、収

入から差し引く食費の割合が少なくなります。即ち、

食事にもっとたくさん支出できるようになっても、増

加する収入に比べてその支出の割合は小さくなるから

です。

―したがって、今日、私達は食物のある種の価値の

低下に直面しています。社会がますます非宗教化する

につれて、食物の価値は相対的に低下しています。そ

のために、もはや「日々のパン」を与えてくれる神に

感謝しなければならないとは考えられなくなっていま

す。キリスト教の世界では、毎度の食事の前に特別な

祈り、つまり「食前の祈り」を唱え、神に「感謝する」

習慣がありました。しかしこの習慣は、もはや非常に

敬虔な信者の家庭にしか残っていません。

―しかし、私がよく知っているフランスを例に挙げ

るならば、宗教上の要請によって定められているいく

つかの食物の選択という問題は、集団または個人に

とって重要な問題となっていると人々は感じていま

す。いくつかの食物に関する禁忌、食事に関係するい

くつかの行為は現在のフランスで最も重要になってい
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ます。例えば、動物の屠殺がそうです。この行為は、

数十年前にも行われてはいましたが、ほとんど注目さ

れることはありませんでした。特にいくつかの例を挙

げます。halalやcasherと呼ばれている宗教上適切に処
理された食品を扱う肉屋の例と、イスラム教徒とユダ

ヤ教徒にとっての豚肉の禁忌の例です。たとえば、い

くつかのマイノリティ・グループは、社会の中での自

らの独自性を要求することによって、特に自らの信仰

に基づいて「清浄」と言われる食べ物を獲得する権利

を強く要求することによって、宗教的な所属を明確に

します。したがって、非常によく見られることですが、

宗教と食行為との間の関係は、食物に関する禁忌が両

者の関係の多くの局面の一つに過ぎないにせよ、その

禁忌の概念を通して即座に理解されるのです。

―最後の指摘です。ものが豊かな社会では食物を簡

単に手に入れることができるという事実から、多くの

食物がその価値を失いました。そうであるからといっ

て、食物に対するある種の倫理観やモラルは、特に食

料の欠乏と不足を経験した高齢者の世代では失われて

いないことも確かです。こうした世代の人々は、一般

に食物に対して、とりわけ栄養になると考えられ、強

い文化的な刻印を留めている食物に対して、畏敬の念

を抱いています。先ほど私の祖母のパンについて話し

ましたが、それは一昔前のヨーロッパの農民にとって

優れた主食だったからです。同じことが日本人にとっ

ての米についても言えるのではないかと思います。

こうしたいくつかの指摘を述べてから、宗教と食物

との関係の問題にどのように取り組むのかを示しま

しょう。本日はこの問題を二つの面から考えるつもり

ですが、二番目の面は一番目の面に比べてさほど詳し

くは取り上げないでしょう。私はこの問題を、食物の

媒介的役割という視点から、神聖なるものとの対話を

目的とした食物の使用という視点から検討し、食物を

媒介して神聖なるものと対話することによって、集団

と集団を形成する人々がどのように近づいたりあるい

は反対に離れたりするのかについて考えます。従っ

て、次の二つの点を考察します。

Ⅰ　人間と神聖なるものとの媒介としての食物。それ

は次の四つの形において実現されます。

●神聖なるものとの取引の対象としての供物

●神聖なるものに到達する手段としての聖なる食物

●神と一体化することを目指す断食

●神とのつながりの具体的な印である神聖な戒律の

尊重

Ⅱ　アイデンティティと儀式的境界を示す標識として

の食の慣習

　人間と神聖なるものとの媒介としての食物

最初に、「食物」と「神聖なるもの」という言葉の

使い方について一言述べます。今回の講演では、「食

物」という言葉は、食物や栄養物ばかりでなく、人間

の食事に関係する行動、習慣、実践、技術を形容する

ために使用します。同様に、「神聖なるもの」という

言葉は、神、聖人、超自然的力、精霊、悪霊、幽霊、

祖先といったような、人間が問いかけ、敬い、あるい

は恐れるような、人間ではないあらゆる存在を意味し

ます。

●神聖なるものとの取引の対象としての供物

どんな宗教的儀式にも見られる特徴である供物につ

いてこれから話したいと思います。食べることができ

る供物は、それを神に捧げることによって、代わりに

恩恵を得ることを期待する対象のパラダイムに属しま

す。それ故、私は人間と神聖なるものとの間での「取

引」と言ったのです。「取引」という言葉は、単なる

コミュニケーション以上のことを意味しています。ア

フリカのいくつかの畜産社会について研究した人類学

者が強調するように、それは契約の用語に基づいた取

引をほぼ意味する文字通りの交換です。たとえば、中

央アフリカ（スーダン）のヌエル族では、供物の商品

としての概念が語彙によって証明されています。この

場合、神々と人間との間の交換は、「売る」と「買う」

という言葉で説明されています。

神々に捧げる供物は何の役に立つのでしょうか。重

要なのは、「食物を与える」ことによってその加護を

求める神々を喜ばせ、なだめ、その恩恵を求めること

です。供物の性質は、宗教の性質に応じて明らかに異

なっており、生ものから焼いたもの、肉から野菜、固

形物から液体とどんなものでも可能です。供物は室内

の祭壇に捧げたりするように、日常生活の一部となる

ことがあります。または、１年のうちの特別な時期を

示したり、特別な儀式に供えられることもあります。

後者の場合は、神々へ供物を供えることは体系化さ

れ、祭礼化されています。そして、儀式の後に供物は、

供物を捧げた者や神の仲介者、儀式を司った者によっ

て食べられることが多いのです。

神聖なるものに捧げられた供物をいっしょに食べる

ことは、一般的には、その食事に参加するすべての

人々の一体感（共同体）を作り出し、参加者の間の一

体感と神聖なる力との一体感を作り出すことです。そ

のときの食行為は、参加者の間に自分の集団への帰属

関係と自分の宗教的共同体への帰属関係を復活させま

す。この現象の最も興味深い例は、日本で11月23日に
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行われる儀式です。現在は「勤労感謝の日」の祭日で

すが、古の皇室の祭典である「初物を味わう祭り」の

新嘗祭の痕跡を留めています。ご存じのように、この

儀式は、神道と国家が分離されてからは皇居の奥で、

天皇によって現在も執り行われています。初めて収穫

した米粒は天と地の神々に供物として捧げられ、次に

天皇はこの守護の神々といっしょに（この「いっしょ

に」ということを強調しますが）供物である最初の米

を食べます。神々と共にこのように分け合うという儀

式を執り行うことが、毎年、天皇の持っている力を繰

り返し確立することになるのです。

すべての種類の供物の中でも、死者と祖先に捧げら

れる食物の供物は重要な役割を果たしています。葬儀

は故人に抱く生者の気遣いと、自らの死を思うときに

当然にも誰もが囚われる不安も表しています。私たち

の誰もが消滅するという考えにおいて、食物は愛しい

者がいなくなった後も続く生の最初の象徴です。この

理由から、儀式に密接に関係する生者も同じように

「食べる」ことが義務となるのです。

葬儀の時に、いくつかの独特の料理がよく配られま

す。たとえば、東ヨーロッパの東方正教会の地域全体

で典型的なkoliva という食物は、全粒の小麦をベース
にした甘い菓子で、葬儀の時に作られます。喪が明け

ると、故人との結びつきは、死者に対する供養の時に、

同じように食物の消費によって表されます。たとえば

中国では、４月初めの「清明祭」のときに祖先の墓参

りをします。そのとき、祖先に立派な食事を捧げ、そ

の後、家族全員でこれを食べます。これは一族の系譜

の永遠性を現実化する一つの方法です。メキシコやイ

タリアのようないくつかのカトリックの国では、死者

への供養はまさに「死者のパン」（pan dei morti、pan 
de muerto）や「死者の骨」（ossa dei morti）と呼ばれ
る菓子や甘いものを食べることによって特徴づけられ

ます。

今挙げた二つの例からは、あの世とのコミュニケー

ションと交流において、穀物の特別な役割を指摘する

ことができます。穀物の種子は普通は故人と同じよう

に大地に埋められると言うことができます。しかし、

人間の身体は地中で腐敗して最後には消滅しますが、

種子は芽を出して新たな植物に成長し、それが再生を

象徴します。

とはいえ、供物について話すならば、犠牲の肉に言

及しなくてはなりません。それは家畜を儀式にのっ

とって殺し、神々に捧げるための肉です。犠牲の肉は、

ギリシャ、中国、インドなどの古代社会のほとんどで

存在していたことが文献から証明されています。そし

て、アフリカでは今日でもマサイ族（東アフリカのケ

ニアやタンザニア）やヌエル族のようないくつかの半

農半牧民族の間に見られます。しかし、供物として重

視されるのは、その肉というよりは生きた動物のほう

です。

犠牲、つまり動物の屠殺は常に一つの儀式に従って

行われ、それを犠牲を捧げる祭司は絶対に守らなけれ

ばならないのです。そして、犠牲になるのは常に家畜

であり、後で殺すために生きたまま捕らえるような野

生の動物では絶対にないのです。最後に、こうした条

件における動物の犠牲は、犠牲を実践する集団によっ

てその肉を食べることにつながります。実際のところ

は、犠牲を捧げる習慣のある社会では、単なる食べる

という目的で家畜を殺すことは許されていません。群

れの動物の肉を消費することは神の介在を必要とし、

神から寛大さを「買う」のです。それ故、動物は犠牲

として神に捧げられます。家畜の血は神聖なる力に頻

繁に捧げられ、その後でその肉は儀式の参加者の間で

分配されます。したがって、犠牲は、生きたものを人

間にとって食べられる物質に変化させる権利設定行為

を表していると言うことができます。まさにそれ故

に、家畜を犠牲に捧げることはその肉を食べることに

許可を与える事であり、犠牲に捧げられなければ、食

べることは禁止されるのです。

家畜を神々に捧げて犠牲とし、次にその肉を社会を

代表する集団が利用することは、社会的絆の再確認と

して、そして、神聖なる力の源となる世界の秩序を繰

り返し創造する行為として理解されます。当然ではあ

りますが、ある特定の社会では、犠牲はこの秩序を受

け入れる者を団結させ、これに異議を唱える者を排除

します。異議を唱える者は、犠牲から生まれる肉と、

一般的には動物の肉を消費することを控え、菜食主義

者となります。犠牲を拒否することと菜食を実行する

ことの間に確立されたこの関係は至る所に見られ、い

くつかの少数グループは血にまみれた犠牲に反対し、

肉なしの節食を取り入れることによって自分たちが多

数派の社会と相容れないことを強く主張します。これ

はインド、古代中国、古代ギリシャのピタゴラス教団

のケースです。

●神聖なるものに到達する手段としての聖なる食物

食物によって神へ到達することもまた可能となりま

す。そして、いくつかの食物はそれ自体が神的なるも

の、聖なるものと見なされています。16世紀に中央

アメリカに栄えたアステカ帝国では、生け贄は家畜で

はなく人間で、人々はその肉を生で食べました。この

行為について多くの解釈と意見があります。本日は、
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ハーバード大学で人類学を教えるDavid Carrascoの解
釈を紹介します。Carrascoは、この食人風習による神々
への供物を食することは、人間が神聖なるものと一瞬

でも融合したいという願望と解釈します。神々に捧げ

られた供物を食べることにより、人間は自らを神聖化

し、その食物自体も同様に神聖なものになります。ア

ステカ人にとっては、犠牲から生まれた人肉を食する

ことは、単に世界の秩序を再構成するだけではなく、

神聖なるものとの融合を生み出し、犠牲から生まれた

人肉を神聖化することです。

アステカの例は想像力を刺激します。というのは、

アステカ人は、人間と神聖なものとの融合は食人風習

による食行為を通して実現されると考えていたからで

す。しかし、神聖な力と融合する目的で消費される食

料品を使用することは、他の多くの社会でも観察され

ています。この目的において、意識の状態に変化を生

み出す力のある中毒性の物質がしばしば用いられまし

た。最も広く使用され、現在も使用されているのは

アルコール飲料です。メソポタミア、古代ギリシャ、

ローマ、エジプトにおいては、葡萄酒の産地全体で、

葡萄酒の宗教的な使用が見られ、犠牲を捧げる大いな

る儀式の興奮剤として用いられました。同じ様に、ケ

ルトとゲルマンの世界ではビールが、古代中国では穀

物酒が、中央アメリカでは竜舌蘭から作ったプルケと

いう蒸留酒が用いられました。さらには、麻薬も同様

の効果を生み出すために使用されました。たとえば、

阿片は、ギリシャ、小アジア、イタリア南部のカラブ

リア地方では、古代からいくつかの宗教にとっては必

需品でした。

アルコール飲料は、そのすばらしい力で神に近づ

き、超自然的な力と一体化し、さらには神と同等にな

ることを可能にします。アルコール飲料以外にも、神

聖化する成分を中に含むと想定されて慎重な摂取や扱

いを強いる食物があります。たとえば、南ヨーロッパ

や中東のいくつかの民間伝承では、パンはキリストの

魂が宿る場所と見なされています。キリストの魂は酵

母の宗教的なメタファーになります。酵母はパン生地

を発酵させてふくれさせますが、その働きを人間が制

することは困難です。失敗することもあるパン生地の

デリケートな作用は、尊敬の念を抱かせたはずです。

生き物同然のパンに対するこの信仰は、キリスト教の

礎石である聖体の秘蹟の神秘と無関係ではあり得ず、

その目的は正に「パンと葡萄酒の聖体拝領」によって

キリストと一体化することであり、十字架の犠牲を永

続化することです。

聖体の秘蹟はユダヤ教の過越祭にキリストがとった

最後の晩餐を記念する秘蹟で、福音書では次のように

言っています。「一同が食事をしているとき、イエス

はパンを取り、賛美の祈りを唱えて、それを裂き、弟

子たちに与えながら言われた。『取って食べなさい。

これは私の体である。』また杯を取り、感謝の祈りを

唱え、彼らに渡して言われた。『皆、この杯から飲み

なさい。これは罪が赦されるように、多くの人のため

に流されるわたしの血、契約の血である』」（マタイに

よる福音書）。カトリックと新教と東方正教会の教義

はそれぞれ聖体の解釈で異なっていますが、パンと葡

萄酒の存在は絶対に必要で、それらがなければ聖体拝

領は不可能だという点で一致しています。聖体の秘蹟

では、パンにも葡萄酒にも聖体拝領を容易にするよう

な効き目のある成分は含まれていません。司祭は祭礼

の葡萄酒で少しも酔ってはならないのです。そして、

パンにはほとんど生命力がないため、カトリックの礼

拝式ではホスティアが好まれます。つまり、種なしパ

ン、すなわち無酵母パンです。パンと葡萄酒は、感謝

の祈りの進行に必要不可欠な基本材料ですが、これら

二つの重要な役割が帰属するのはまず司祭であり、次

に信者です。キリスト教の基盤であり、現在に至るま

でに詳細な注釈、解釈、分析が加えられたこの物語は、

キリストとその弟子を描いているばかりでなく、古代

から地中海地方に住む人々の日常生活にとって極め

て重要性を持つと思われる２種類の食物も描いていま

す。キリストの生涯において、パンと葡萄酒は、二つ

の働き、即ち、栄養を与える働きと喜び与える働き、

つまり食物に関する行為の二つの相補的な役割を「象

徴」（パンは栄養、葡萄酒は喜び）しています。ただ

し分配と食卓共有を常に意味する救世主の行動の社会

的役割を忘れてはなりません。最後の晩餐のキリスト

に倣って「パンを裂く」ことは、明白にばらばらにさ

れた物質の力強いシンボルを形作りますが、その等質

性は聖体拝領の中で再構成され、そのことによって信

徒はまさに一体であることが示されます。今日でもキ

リスト教の教義が教えるように、まさに「裂かれた」

ために、キリストは分かたれず、聖体を拝領するすべ

ての人々はキリストをその一体性の中で受けいれま

す。このように、どのキリスト教徒にとっても、神と

の出会いは聖体拝領の儀式を通して定期的に可能にな

ります。こうしたことが、キリスト教徒の慣習なので

す。即ち彼らの生活は完全に神に捧げられているわけ

ではなく、また彼らは普段は断食をしないが、過度の

美食も慎むのです。
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●神と一体化することを目指す断食

これまでいくつかの特別な食べ物と飲み物がどのよ

うに神に到達するための手段となり、神聖な力との出

会いを可能にする手段となるのかについて見てきまし

た。同じように食べ物の摂取に関してこれと同じ目的

を達成するために他の方法も用いられてきました。そ

れはむしろ摂取とは逆の方法、つまり断食です。先に

キリスト教の聖体の秘蹟の例を挙げたので、ここでは

神に身を捧げることを決心し、厳しい苦行を通して、

つまり食事を厳しく制限して、ときには何も口にしな

いことで神と常に一体となろうとする人々のケースを

取り上げます。食事を制限するこうした行為の例は、

あらゆる宗教上の伝統における隠遁の文脈の中に見る

ことができます。食事を制限するこうした過程が物質

的な構成要素において伝統ごとに酷似しているにせ

よ、それはそれぞれの象徴的な世界に固有のシステム

によって説明されます。たとえば、キリスト教では、

瞑想生活を送る信者の苦行は、貪欲と色欲を象徴する

肉食を断念することを中心とし、キリストに向かって

上昇することへの障害と見なされる肉体的欲望を小さ

くすることを目的としています。インドでは、今日ま

だ、あちこちを移動しながら施しを受け、したがって

わずかな食べ物をとるだけの苦行者－修道者にとっ

て、解脱に到達して輪廻から逃れることが重要です。

キリスト教の場合、もっとも目覚しい食行為は、中

世末期において神を知ることを願った若い女性たちの

行為でしょう。もっともよく知られているのは、14世

紀に生まれたシエナのカトリーヌのケースです。カト

リーヌはパンと水と生の野菜しか口にせず、少しでも

口に入れると吐き出すか戻してしまうため、最後には

ほとんど何も食べませんでした。しかも、看病に訪れ

た病人の傷口から直に膿を吸い出したときも水を飲み

ませんでした。カトリーヌは33歳の若さでなくなりま

した。彼女は、目の前に出現したキリストが、自分の

胸から流れる出る血を差し出したのを見て、それを魂

の糧と言いましたが、それは、こうした絶対的自己犠

牲の最中でした。あらゆる偉大な神秘主義者と同じよ

うに、カトリーヌは聖体の秘蹟に対して全く特別な信

仰を証言しています。ホスチア（聖体パン）を聖別す

るとき、カトリーヌは「キリストの肉を食べ、その血

を口に含む」という印象を持ったのです。

興味深いことに、こうした神秘主義者の若い女性

が、女性に期待されている領域、つまり養育の領域で

まさしく自らを表現したと言えることです。実際のと

ころ、女性は授乳による食物の生産者であり、家族の

生活に食事を提供します。このことを最も的確に表現

しているのは、「女性が神に対して誓約を主張できた

のは、手の届く範囲にある方法、つまり食事という経

路を通してである」という説明です。

同様に、中世マグレブ（アフリカ大陸北西部）の聖

人伝文学も、こうした徹底的な断食の現象を証言して

います。そのテキストには「断食は瞑想を自由にし、

飢えは知性を研ぎ澄まし、精神を目覚めさせる」と書

かれています。しかし、逆説的ですが、キリスト教の

神秘主義者は、アラブのスーフィー教徒と同じよう

に、禁欲と節制を自らに厳しく課す一方で、他人に対

しては極端なまでの寛大さを示します。食物を断つこ

とと、自らには禁じる食物を気前よく分け与えること

とは、どちらも同じように、一つの宗教的意味を持ち

ます。それは神聖なる力と同等のレベルになる方法で

あり、特に苦労と労働によって得られる食べ物に極端

に高い価値が置かれる社会の文脈においては、そのよ

うな神聖な力がなければ食べるものは何も得られない

からです。

食物は、神々と言わば「商取引する」関係の中に置

かれ得ること、食物は神に到達する手段としても用い

られ得ること、また食物を制限することは同様に神と

の一体化に到ることができることを見てきました。今

度は、どのように食物の使用が、宗教の規範または教

義を基準として、神聖なるものと具体的な関係をしば

しば意味するようになるのかを見てみましょう。

●神とのつながりの具体的な印である神聖なる戒律の

尊重

私の同僚である宗教社会学者がイスラム化した社会

について述べているように、宗教が強いプレグナンツ

を持つ社会では、宗教は「社会集団の全体に入り込み、

信者の心の中に自らの範疇と表象とを注ぎ込む」ので

す。このことは、日常生活のすべての願望は、最も

重要なことから最も些細なことまで、宗教的な規定に

従っているということを意味します。当然のことです

が、食物の扱い方、作り方、食べ方に関係する活動は、

すべてこの影響を免れるとはできません。

こうした戒律はどこから来るのでしょうか。制度化

された大規模な宗教にとっては、教義に関する文献に

書かれています。こうした教義は、各人が食物に関す

る習慣を「神の意志」に合わせることを要求すること

によって、個人の食生活を厳密に形式化すると見なさ

れています。具体的には、信者は禁止された特定の食

物を食べることを断たなければならず、特に年間の典

礼暦に従わなければなりません。その暦においては、

それぞれの出来事が、特定の行為または特定の食べ物



32

フランソワーズ･サバン：食物、人間、そして神聖なるもの

の摂取によって明示されます。信者にとってはこの習

慣は、神聖なるものとの間に保たれているつながりを

具体化する方法です。

宗教的な禁止と要請はどのように作られたのでしょ

うか。ユダヤ教における食物の禁止の例を取り上げま

すが、その前に、宗教的な要請が、生態学と文化に関

する文脈にどのように含まれるのかを説明します。人

間は自然環境のあらゆる食物源を常に利用してきたと

しばしば誤って考えられています。このようなことは

決してなかったばかりでなく、生活の糧のために自然

環境からいくつかの食べ物を非常に簡単に利用できた

としても、渋みやさらには毒性をなくすために多くの

作業と長い時間をかけた加工を必要とする他の食物を

消費しました。たとえば、ヤマノイモ（Dioscorea属）
のいくつかの種類、ゼンマイ／ワラビ、竹の子です。

要するに、どのような文脈の中であれ、または、どの

ような気候の下であれ、人間の集団は、栄養を摂取す

るために、自由に利用できた資源の一部だけを選択す

ることによって、食物に関するレパートリーを「作り

上げた」のです。このようにして、「食べられる」と

見なされた食物と、穢れて食用になるとは思われず、

したがって嫌悪感を催す食物が明確に区別されまし

た。

したがって、ある特定の社会では、食べられる食物

のレパートリーは社会のメンバー全員が暗黙裏に認め

た基準に従って決められていると言うことができま

す。こうした基準は、文化的にも地理的にも非常に近

い集団の間でさえ著しく異なっています。たとえば、

イギリス人とフランス人は、食べ物に関する同じレ

パートリーを持っていません。フランス人は、ウサギ、

カエルの腿、カタツムリを食べますが、イギリス人に

とって、こうしたものはすべて嫌悪感を催すものであ

り、食に適していません。

食べられると決められたものと、食べられないと決

められたものとの間の対立に基礎を置くこうした暗黙

の基準の上に、宗教上の規範は、清浄と不浄が対立す

るもう一つの領域を重ねます。このようにして、宗教

上の規範は、「清浄」と見なされて許可された食べ物

というさらに狭いパラダイムを定義することによっ

て、食物のレパートリーの豊かさを狭めます。このと

き、「不浄」と見なされる食べ物はその範疇の外に置

かれます。

しかし、興味深いことに、宗教上の規範によって食

べられるもののレパートリーから禁止されたものが他

にもあります。それは、不浄という理由からではなく、

まさに逆の、「神聖」と見なされているという理由か

らです。神聖ゆえに触れることができないとみなされ

るいくつかの動植物種または物質は、当然であるが不

浄のレパートリーから除外されますが、「清浄」のレ

パートリーからも除外されます。たとえば、ヒンズー

教の牛や、聖書とコーランで神の所有物と見なされた

血です。それは生命の媒体であるからであり、屠殺で

流されなければならないのです。

言い換えれば、神の禁忌とは、それが、食すること

が可能な自然界の要素に関係するという理由において

初めて意味を持つのです。しかし、禁忌は、教義に

よって不浄とされた食物に対する嫌悪感を「自然なも

のとする」ことに貢献しました。つまり、すべての敬

虔なイスラム教徒やユダヤ教徒にとって、豚肉を食べ

ないことは全く自然のことなのです。それは自然であ

るばかりか、豚肉を食べるという考え自体に深い嫌悪

感を催すようになります。

人間の集団は意見を交換し意思を伝達するので、食

物に関する行為の違いは常に反発を引き起こします。

というのも、慣れていない食物を食べることは容易で

はなく、特に、自分が何の考えもなしに習慣で食べて

いる食物でも、他人は嫌悪感から拒否するものである

ことを正しく理解することは難しいからです。人間の

間ですでに困難なこの相互理解に宗教が絡み、食べ物

に関する禁忌が加えられるとき、理解することがさら

に複雑になります。キリスト教徒とユダヤ教徒の対話

を例にとると、両者の信仰が同じ聖典に基づいている

にせよ、その解釈を巡って、特に食物の摂取について

全く理解し合えないのです。手短に言うと、キリスト

教徒は、血の禁忌を除いて、旧約聖書に書かれている

食物に関する禁忌を10世紀までしか守りませんでし

た。では、どうして食物に関する禁忌なのでしょう

か。どうして一部の食物が清浄で他は不浄なのでしょ

うか。禁忌を正当化するものは何もないように思われ

ることはしょっちゅうですし、それを説明をしている

と思われるときでさえ聖書の言葉は明確ではありませ

ん。

聖書に述べられている禁忌、特に動物に関する禁忌

の合理性については多くの研究があります。ユダヤ人

が食べることを禁止されている動物は、動物の単純な

分類表に一致しているのではありません。禁止されて

いる動物のリストを詳しく調べてみると、リストはい

くつかの動物の分類に基づいており、この分類は明確

に説明された形態学と生態学の基準を根拠にしている

ことがはっきりとわかります。

これを注意深く調べてみると、排除されるのは形態

学上の属性が二つの異なる種類に属しているか、そ
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の自然環境に調和していない動物であることがわかり

ます。実際に、排除は「混種」と呼ぶことができそう

な動物に関係しています。ユダヤ教徒にとって豚は二

つの異なる種類に属しています。豚は羊や牛のように

蹄を持つが、そうした草食動物と違って反芻しませ

ん。同じように、ウナギは魚と同じく水の中に棲息す

るが、ひれも鱗もありません。さらに、ヘビは陸棲動

物であるが脚がありません。ユダヤ人にとってこうし

たすべての動物は不浄であり、したがって食物に適し

ていないのです。清浄と不浄の問題について多くの研

究を残したイギリスの人類学者Mary Douglasは、ユダ
ヤ教の禁忌を、ヘブライ人に強く結びついていた牧畜

の日常世界の文脈で理解することを提案しています。

Douglasによると、実際に聖書で「完全」と表明され
ているのは飼育された動物で、ヘブライ人が常に気を

配り可能な限り世話をした群れをなす家畜でした。さ

らに、ヘブライ人にとって混種は不浄と同義であると

Douglasは主張します。ヘブライ人の動物分類に基づ
いて混種と見なされる動物は、不浄で穢れを運ぶもの

と見なされ、それ故食べることができないことが正当

化されます。それだけではなくまた、そのような動物

は神殿に捧げられることは出来ないのです。というの

も、神聖さは清浄で完璧な完全状態にある動物としか

結びつかないからです。

同じようにインドでも、清浄と不浄の対立は最も重

要です。それは、ヒンズー教の特色の一つは、社会的

ヒエラルキーが、清浄に基づいたヒエラルキーとほと

んど同一視されているからです。ヒンズー教徒は自分

より下の階級の人と食物を分け合うことは決してしま

せん。この規律に違反することは罪であるばかりでな

く、自らの身分を汚し、あの世での生活が脅かされま

す。少数派のジャイナ教徒が生活する西インドと中央

インドでは、教徒が宗教の完全な支配下で生活してい

る共同体の好例です。教徒のそれぞれの生活は、すべ

ての生き物には加護と憐憫の価値があるという不殺生

の原理によって導かれます。したがって、教徒は最も

小さな動物種からも命を取り上げることをせず、た

とえば、不注意から小さな虫を殺すことを避けるため

に、日が暮れてから食事をとることを拒みます。当然

のことですが、ジャイナ教徒は厳格な菜食主義者で

す。それに対して、インド人の大半にとっては菜食主

義はまだ一つの理想でしかありません。教義のテキス

トによって定義された食物のレパートリーは、自然界

の物質を、生命要素を含んでいるか否かによって整理

した複雑な分類体系に基づいています。これにより、

生命を宿しているあらゆる食物、または腐敗か発酵に

よって生命を生み出すことのできるあらゆる食物は禁

止されます。形態上に特定の特色がある果物と野菜も

このように退けられます。即ち、たくさんの種子を持

つ果物は自ずと発芽するという理由から、さらに植物

の芽、根、胚は成長して、生命力を証明するという理

由から退けられます。

食物の禁忌は、生き物から生じる材料、特に肉と血

に関係しており、それを得るには生き物を殺さなけれ

ばならなかったからだとしばしば主張されます。人間

はこうした「生き物殺し」に、実のところは常に後ろ

めたさを感じているのかも知れません。確かに、生き

物を殺すことに誰もが罪の意識を持っています。その

肉を食べるために動物を自分の手で殺さなければなら

ないとしたら、多くの人は菜食主義者になっているで

しょう。しかし、この後ろめたさは、生き物の尊厳を

重要視した社会を除き、ほとんどの社会において肉を

食べる快楽に抵抗できなかったと私は考えます。たと

えば、ジャイナ教徒は、この制限が聖典のそれをはる

かに超える生き物の表象を作り上げました。先ほど説

明したように、ジャイナ教徒はいくつかの植物は生き

ているからこそ食べることができないと見なしている

からです。同じように仏教も生き物を尊重することを

要求しますが、実際は中国文化圏以外の仏教徒は、僧

侶であれ在家であれ、この一般的な禁止をさほど尊重

していません。中国、ベトナム、韓国の仏教徒だけが

菜食主義者で、その上、アルコール飲料と臭いがきつ

すぎるとしてニンニク類の薬味を控えます。

宗教上の戒律は、禁忌されたものに具体化されてい

ますが、宗教上の暦にも書き込まれていて、それが信

者の日常生活にリズムをつけるのです。それは伝統的

なイスラム社会のケースで、charia（イスラム法）が
個人の生活の一刻一刻に影響しています。イスラム暦

で最も重要な二つの出来事は、「ラマダン」とAyd al-
kabirの祭りです。前者は、預言者マホメットにコー
ランが啓示されたことを祝って、太陰暦の９番目の月

に断食を行うその期間のことです。後者は、アブラハ

ム（イスラム教ではイブラーヒーム）によるイサクの

犠牲を思い出して、羊を捧げて、家族の構成員でその

肉を分け合う祭りです。もちろん、charia（イスラム法）
はまた、豚のような不浄な動物とアルコール飲料の摂

取の禁止を尊重するようにと要求します。また、その

肉がイスラム教徒にとってhalalつまり「適法」とな
るように、儀式に則て動物の屠殺が行われることを要

求します。

一方、敬虔なユダヤ人は、ユダヤ教で「cacherout」
と呼ばれる食物規範に記された食べ物の禁忌を守らな
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ければなりません。この禁忌はいくつかの重要な原則

に基づいています。つまり、許可された動物と禁止さ

れた動物を区別すること、儀式に則った屠殺を行うこ

と、血・特定の脂肪部分・座骨神経を食べないこと、

肉と乳製品を混ぜないことです。しかし、ユダヤ人に

とって聖書の教えを守ることは、ヘブライ人の歴史を

語る暦を通しても表現されます。その暦は、過越の祭

や贖罪の大祭日の断食のように、食物に関する習慣を

含む記念儀式で１年を区切っているのです。

ローマ教会の信者の食習慣に対する宗教の影響は、

規律の尊重が19世紀以降は失われつつあるにせよ、第

二次世界大戦まで顕著でした。しかし、この宗教的な

印は、節制に対する理想の中でのみ表現されました。

豊饒と質素、肉入りと肉なしの食事が１年にリズムを

与えました。全体として、１年の３分の１以上で質素

な食事、つまり肉なしの食事が必要とされ、魚だけが

許されていました。四旬節などの特定の期間では、質

素な食事には、動物や魚から作った食べ物、玉子、乳

製品が何も含まれませんでした。さらに、教会は、水

曜、金曜、土曜、祭日の前日も肉と動物から作ったあ

らゆる食物を断つことを要求しました。第二次世界大

戦後は、たとえばフランスでは、肉なしの食事は金曜

日だけになりましたが、その義務は1960年代初めの第

二バチカン公会議で廃止されました。

とはいえ、あらゆる宗教に共通する一つの特徴があ

ります。それは、食物の禁忌に公に反対することなく

それを回避する可能性です。確かに、状況によっては

規則に背かなければならないときがあります。そうし

た状況は、多かれ少なかれ戒律によって対応が用意さ

れています。たとえば、職業生活によって制約を受け

るジャイナ教徒は、家の中で体裁が守られる限り、厳

しい食物の規則を破ることができます。つまり、屋内

では屋外と全く異なる振る舞いをすることができま

す。イスラム教徒は、病気などの確かな理由があれば、

ラマダンのときに断食を控えることができます。同様

にキリスト教徒も、教会が認めた「免除」の制度によっ

て、罪を償うのであれば肉なしの食事の日に肉を食べ

ることができました。

実際に、この違反が引き受けられるとき、それは

「神」よりも同宗者に関係します。特定の集団におい

て、各人は他人の目にさらされて生活し、社会的圧力

はしばしば神の審判と同じくらいの重要性を持ちま

す。確かに、食習慣は神とのつながりを証明すること

ができます。しかし、「私はこれこれの宗教に属して

おり、あなたとは違う。これが私のアイデンティティ

だ」と言うことで、食行為が他人に向けられているこ

ともありうるのです。

　アイデンティティと儀式的境界を示す標識として

の食の慣習

特定の集団の食事慣習は、その集団のメンバーに

とっても、その集団に属していない人にとっても、集

団のアイデンティティを定義する特徴と関係すること

が知られています。さらに、いくつかの住民の集団

は、食事の領域に属する一つの定義的特徴だけによっ

てしばしば互いに区別されることがよく知られていま

す。イギリス人とフランス人に話しを戻すと、イギリ

ス人にとってフランス人は「カエル好き」であり、フ

ランス人にとってイギリス人は「ロースト・ビーフ好

き」なのです。一方のカエルと他方のロースト・ビー

フは、互いの隣人を最もうまく特徴づける食物と考え

られています。したがって、フランス人にとってイギ

リス人は、かわいそうにも下準備もしないで単に焼い

ただけの肉の愛好者であり、哀れな美食家です。一方、

イギリス人にとってフランス人は、胸が悪くなるよう

な物でも何でも食べてしまう大食漢です。こうした烙

印を押すことは、私が「食物のレパートリー」と呼ぶ

ものと関係しています。これと同じメカニズムが、宗

教の異なるいくつかの共同体が同じ場所で生活しなけ

ればならないときに働きます。しかし、今度は、メカ

ニズムは食物に関する宗教上の理由による烙印に基づ

いています。少数派の集団に属し、宗教上の慣習が同

じでない隣人を中傷するには、その宗教の領域に属す

る食物に関する習慣の一つを取り上げて、隣人のアイ

デンティティに関する異質性を強調することです。し

かしながら、この現象は決して新しいものではありま

せん。

アンシャン・レジーム下のヨーロッパでは、キリス

ト教徒はユダヤ人そして／またはイスラム教徒と共存

しており、先ほど指摘したように、豚肉の摂取がキリ

スト教徒と他の教徒を区別していました。1492年以

降、カトリック教徒のイサベル女王（カスティーリャ

のイサベル女王）によってユダヤ人とアラブ人がスペ

インから追放されたとき、スペインの地にとどまった

異教徒は必要に迫られてカトリックに改宗しました。

しかし、改宗者は祖先から伝わる儀式を隠れて行って

いるとしばしば非難されました。ここでは、改宗し

たユダヤ人の裏にまだ隠れていると考えられたユダ

ヤ性を暴露するために、豚が試金石の役目を果たした

と言うことができます。「marrane」という言葉は、キ
リスト教にしばしば強制的に改宗させられたユダヤ

人やムーア人を指し、「豚」を意味するスペイン語の
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marronaを語源としています。豚を食べることをユダ
ヤ人が拒むことは、食べることが禁じられていた肉に

ユダヤ人を同化させたキリスト教徒からすると、ユダ

ヤ性を刻印するものでした。カトリックに改宗したユ

ダヤ人は、カトリックの信仰を確かに受け入れたこと

を証明するために、公衆の面前で豚肉を食べることを

強要されました。あるフランス人女性の人類学者は、

そのすばらしい研究の中でこのパラドックスを分析し

ようとしました。そして、キリスト教徒の想像の世界

ではユダヤ人は実際は人間の姿をまとった豚であり、

このためユダヤ人と豚は共食いをすることはできな

かったと示唆しています。

複数の宗教が共存する状況では、各人は、他の宗教

に属する他者の食物の不浄から自らを守ろうとしま

す。公然と非難を受けたユダヤ人は、他者の食べ物が

表す潜在的な不浄から常に免れることを望みました。

それはもちろん豚が理由であり、当然であるが、「子

牛の肉をその母親の乳と混ぜてはならない」と聖典で

厳しく禁止されているからです。肉と乳製品が混ざっ

た料理に対する警戒も理由です。この要求は今日非常

に内在化されているので、これは、バターやクリーム

が含まれる疑いのあるあらゆる肉料理に対する深い嫌

悪感によって表されます。

とはいえ、多宗教世界は必ずしも宗教的紛争の場で

はありません。一般的に、政治的に可能な場合、宗教

間に交流を構築することができます。ほとんどの時代

で世界に多くの例が見られるこの種の多宗教状態にお

いて、共同体全体の生活を可能にするための相互理解

の範囲を守ることができます。宗教的な垣根を越えた

相互扶助の制度が確立され、異なる宗教に属する個人

と集団の間での、布施行為、食べ物の交換、食卓共有

がはっきりと確認されます。

レバノンの山村ではイスラム教徒とキリスト教徒が

共に生活しており、宗教が違うにもかかわらず、一つ

の共通の価値判断の基準を共有しています。そのおか

げで、お互いに少しずつ譲歩することによって、お互

いの記念祭に参加できるのです。マロ派のキリスト教

徒は豚肉を食べないため、肉に関する重大な問題は解

決されています。そして、マロ派のキリスト教徒が祭

りを行うとき、イスラム教シーア派住民に招待を受け

入れてもらうために、祭りのために準備する動物の屠

殺をシーア派の屠殺業者に頼んでいます。マロ派のキ

リスト教徒にとって屠殺方法はさほど重要ではない

が、こうすることでイスラムの儀式に則って屠殺され

た動物の肉が祭りで使われるため、シーア派住民は祭

りの料理を安心して食べることができます。

今日では、政治的理由から共同体の相互関係を悪化

させようとする極端ないくつかの運動のために、食物

の領域での禁止が命じられたり、また、共同体の間の

対話が中断されるほどに禁止が厳格にされることが起

こります。それは、仏教徒とイスラム教徒がほぼ同

じ比率で暮らすラダック（インドのジャンムー･カシ

ミール州の最大の地方）のケースがあります。1989年

に仏教徒がイスラム教徒、特にイスラムの商店に対し

て始めたボイコット運動は、数十年の長期にわたって

築かれた共存による均衡を破壊しました。この種の運

動は、個人に自らの共同体の中に閉じこもり、食物の

領域の交流を制限することを強いるのです。

食物のレベルで解釈される紛争において、問題とな

るのは基本的に肉であり、アルコール飲料は二次的

であることに注意が必要です。ラダックの仏教徒は

ボイコットを呼びかけたラダック仏教協会（Ladakh 
Bouddhist Association）が説く肉食の禁止にさほど注
意を払わないにもかかわらず、肉はそれを売買する

イスラム教徒との軋轢の中心であり、イスラム教徒に

とっては肉は祝い事に欠かせない要素です。

実際に、イスラム世界が他の宗教と隣り合っている

場所では、そのいたるところで、肉が原因で、共有さ

れた社会空間において儀式上と宗教上の境界を定める

問題が生じています。エチオピアは、宗教間の分離要

因としてこの肉の重要性を示す興味深いケースです。

エチオピアでは、キリスト教徒とイスラム教徒は同じ

食卓で肉を分け合うことは決してありませんが、それ

以外のどんな食物でもいっしょに食べることができま

す。この拒絶は、両方の側で同じように共有されてい

ます。キリスト教徒はイスラム教徒の肉をいかなる場

合でも食べないし、イスラム教徒も同じです。それぞ

れは自らの宗教に則って屠殺された動物の肉を食べる

ことを望んでいます。ところで、技術面から見ると、

両者の屠殺方法は似ています。違いは二つの特徴にし

かありません。つまり、動物の頭が向けられる方向と

（イスラムの屠殺では、動物の頭はメッカの方向に向

けられる必要がありますが、キリスト教徒にとっては

どの方向でもよいのです）、祭司によって唱えられる

決まり文句です。両方の場合とも神の加護を求めます

が、イスラム教徒にとってはアラーに対してであり、

キリスト教徒にとっては三位一体（父と子と聖霊）に

対してです。これは全く奇妙なことです。というのは、

キリスト教徒の間では儀式的な屠殺は存在せず、屠殺

はどのような宗教的意味合いもない技術的作業と見な

されているからです。反対にユダヤ教徒とイスラム教

徒は、殺すときに神の名を唱えます。新約聖書のどの
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教義にも一致しないこの「キリスト教の」屠殺の驚く

べき存在は、おそらくイスラム教徒の行為に対応して

始められ、こうしてそれぞれの共同体のメンバーは肉

から成る食物を同じ食卓で決して食べない理由を持つ

ようになったことを示唆しています。

逆説的ではありますが、コーランがこの不信感に責

任があると見なすことはできません。反対に、「聖書

の民」（キリスト教徒とユダヤ教徒）に由来する肉の

食物は、イスラム教徒にとって適法であるとコーラン

がはっきりと述べているからです。イスラム教徒は、

必要であれば、ユダヤ法に従って処理する肉屋で肉を

手に入れますが、肉製品の他の供給源には極端に警戒

します。このように、中東紛争が原因でイスラム教徒

はユダヤ教徒を敵とみなし、この敵からは何も受け取

ることはできないと考えますが、イスラム教徒が最も

警戒するのはキリスト教徒です。この拒絶は、信用で

きない近すぎる隣人と付き合っている内に信仰を失う

不安を表しています。というのも、「キリスト教徒」

の肉屋では、肉はのどを切って殺された動物の肉であ

ることが確かでないばかりか、適法でない食べ物に肉

が触れたのではないかという恐れが常にあるからで

す。イスラム教徒が少数派の状況では、イスラム教徒

はもっぱらイスラムの戒律に従ったhalalの食材の流
通経路の中だけで食料を調達することにより宗教的な

境界を形成します。ただし特にフランスではその経路

の信頼度は決して高いとはいえません。

結論を簡単に述べます。先ほど言及した様々なケー

スにおいて、言わば食物は神聖なるものを知るため

に、そして、二次的には、自分を隣人から区別するた

めに、人間によって文字通り道具化されたということ

がわかります。私はcommunion（一体感／共同体）と
いう言葉を何度も使用しましたが、その用法を明確に

するほうが良いのかもしれません。私が区別しようと

したにもかかわらず、食物を道具化することの目的

は、神聖なるものに到達し、神聖なるものと融合し、

またはそれと一体化することにあることは確かです。

しかしながら、これらの三つの願望は、一体感という

言葉の下にまとめることができるにせよ、それぞれ区

別される必要があります。というのもこれらの願望は

持続を見込んでいるからです。人は神と対話し、特

権的な瞬間に神に完全に一致している自分を感じたい

と思います。しかしその結合は持続を前提としていま

す。そして、修道士が神に到達して神と共に生きるこ

とを願うのは、最初は世界から隠遁することによって

であり、次に節制のために絶食を選ぶことによってで

す。一般的な信者にとって、神との対話は断続的でし

かありえず、ときには服従の単なる印でしかないこと

は今まで見てきたとおりです。

いずれにせよ、イギリス人の人類学者 Jack Goodyが
「宗教を語るものは食行為を語ることになる」と断言

するとき、彼の言うことを否定することはできないと

私には思われます。
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